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地域の力で子どもたちの
セルフコントロールの力を育む

上田市城南公民館

社会教育指導員 矢澤 智都枝

資料５



青少年のインターネット利用における現状と課題
学校・ＰＴＡ・地域で、講演活動・啓発活動をする中で感じる課題

❖ネット利用の低年齢化・・・小学生のスマホ・タブレット使用の増加

中学生の半数以上が個人用のスマホを所持

❖ネット利用の長時間化・・・生徒自身も保護者も長時間利用を自覚

❖ＳＮＳの安易な利用・・・・ネット上の人との接触、犯罪被害

友人トラブルへ発展、個人情報の流出

❖危機管理意識の希薄化・・・フィルタリング率半数以下

家庭のルールの不徹底

❖保護者の声・・・子どもが言うことをきかない。困っている。不安。

先生の声・・・保護者が管理できていない。放任。学校に来てくれない。

生徒の声・・・・自分だけ止めれない。何を書かれるか不安。気になる。

学習・コミュニケーション・進路・健康等に不安



知る

話し合う 考える

アクション

保護者によるメディアコントロール

子ども自身のセルフコントロールへ



城南地区青少年育成市民会議
がある。

この組織で年１回11月に
「城南地区子どもわいわい会議」を開催し子
どもと大人が集まり話し合っていた。
平成27年からは、テーマをネットの適性利用
に設定し、4年間取り組んだ。

上田市城南公民館地域には
平成３年から
自治会・分館・ＰＴＡ・学校・育成会
補導委員会・民生児童委員等・・・
青少年育成に関わる横断的な組織として



城南地区子どもわいわい会議の
取り組み

テーマ
家族・友だち・ネットのルール
～ぼくたちわたしたちの大切にしたいもの～

２７年度
子どもたちが、ネット
の適性利用について、
学校で調べたことを地
域の大人の前で発表



２８年度 パネルディスカッション

２９年度
グループトーク



３０年度
パネルディスカッション＆グループトーク



わいわい会議の良さ １

小中高校生の存在
良き先輩 良きモデルを見て 親も子も学ぶ

・自分はまだスマホを持っていないけれど
中高生の話を聞いて参考にしたいと思った

・自分の子は中学生だけど、高校生の姿を見て
自己管理できるように家庭で話し合いたいと
思った



わいわい会議の良さ ２

異年齢 異世代の交流
いろいろな立場の人たちの考えを知る

・いろいろな考えを聞いて自分のスマホの
使い方を考え直すきっかけになった
家に帰ったら家族と話し合いたい

・他の家庭の様子が分かって参考になった



わいわい会議の良さ ３
お互いに認め合う 楽しい時間の共有

・子どもたちがしっかりしていて感心した
応援したい

・話をいっぱい聞いてもらった 楽しかった

・来年も参加したい



くふう その１ 事前
課題に対する問題意識の共有と醸成

・地区内の小中高等学校（６校）に出向いて
学習会をした アンケートを取った

・地区内の自治会（１９）を回り地域の役員向け
の学習会を開催した

・外部講師を招いて地域全体で学習した



くふう その２ 内容
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くふう その２ 内容
共 有

・生徒、Ｐ、教師の代表の感想を聞き合い
それぞれの立場の思いを会場で共有した

動画



くふう その３ 事後
フィードバック

・わいわい会議だよりを学校・家庭・地域へ配布



くふう その３ 事後
発 信

・わいわい会議の様子を人権展等で発表



くふう その３ 事後
学校内で フィードバック

・各学校では学校だよりに掲載し周知



ひろがる 輪
学校で独自の取り組みが始まる

・中学校区（中学校とその学区の小学校）で
ノーメディアデーが始まる



ひろがる 輪
自治会で独自の取り組みが始まる

・自治会で子どもと大人の学習会が始まる



ひろがる 輪
ＰＴＡで独自の取り組みが始まる

親の思っている事と
子供が思っている事を
交互に聞けたので
どう思っているのかを
知ることができて良かった

中学生のリアルな状況が
分かった 向き合いたい

・学校の参観日に親子学習会が始まる



課 題
マンネリ化しない 継続のさせ方

・学校・家庭・地域の絆 これまで以上に
リアルのネットワークの充実

・子どもたちの意見を反映させる

・自分たちの課題を明確にするために
学校・家庭・地域にアンケート調査を実施し
経年で意識の比較をする



上田市の取り組み
・ネットのルールづくりの推奨
わが家のルール ＭＹルールのリーフレット



上田市の取り組み
・「紡ぐ」ノートでセルフコントロールできる子に



知る

話し合
う

考え
る

アクショ
ン

保護者によるメディアコントロール

子ども自身のセルフコントロールへ

くりかえし くりかえし 取り組む


